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た。それ以外の日本語学習者でも，日本語を学習する前に中国語を十分に学習し，漢字の意味を
かなり知っていた学習者も調査対象にしなかった。
　今回の調査協力者 19名の日本語能力は，中級相当が 12名，上級相当が 7名であった。学習者
の日本語能力については特に厳密な判断基準は設けず，調査者が調査協力者から聞いた日本語学
習歴や，調査協力者の調査時の日本語能力などから判断した。




























































　調査は，2012年 3月から 2012年 6月にかけて行われた。






































   美味しい，おすすめ，満足，手作り，うれしい，また行きたい，ごちそうさま
（13）  楽しいとか嬉しいとかひどいという言葉はわかりやすいので見る。（上級 1（ドイツ語））
（14）  ［「ごちそうさまでした」に対して］おいしくないと「ごちそうさまでした」と書かないは






























   ピザやパスタのクオリーティーとつり合っていない気がするのですが・・・
   イタリア料理のレシピはあるけど、味にそこまでの拘りを感じませんでした。
（21）  「感じません」「いない気がするのですが・・・」はまあまあという感じ。（この部分は店を）
ほめていないと思う。（中級 6（英語））




   ピザはまあまあおいしいとゆうか、わざわざ釜まで作ってる野に
   （4行中略）
   ただブッフェで取りに行くところの料理やデザートは何なのでしょう、
   全くイタリアンを感じさせてくれません。
   中華、和食何でもござれとゆうのはいかがなものでしょうか。
   小さい子供も来るためか、いろいろな料理を出すことで
   ごまかしているとしか思えません。
   もう少しイタリアンなものを増やしてほしいと思います。
   ただ料金敵にはリーズナブルだと思いますが。




















   お腹がいあっぱいになっちゃいます（：０：）































（34）  ［「でも問題点は、車が入りにくい所かな」に対して］「でも」がある。（中級 12（フランス語））






















   近くの「岩本屋」っていうラーメン屋へ行ってしまった・・・1
































































   ハズレ（「外れ」のように漢字で書かれている場合もある）
   手抜き
   お手頃
   コスパ（「コストパフォーマンス」の略）
   しつこくない
   可もなく不可もなし
   それなり
   充実
   社食（「社員食堂」の略。「社食レベル」のように，たいして美味しくない例として使われる。）
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（44）  ちょっぴり
   がっつり
   はまっている




















































（50）  賑やか（語彙としては 4級，漢字「賑」は 1級）
   沢山（語彙としては 4級，漢字「沢」は 1級）
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さん」は 2例であった。また，料理の味を評価する表現として最もよく使われていた表現は，「美













ログと Yahoo!知恵袋） ウェブサイト以外 すべての検索対象
おいし /美味し 2739/4747 3921/703 6660/5450
たくさん /沢山 3968/1929 8719/748 12687/2677










































































料」でも述べたように，クチコミ 1件あたりの平均文字数が約 350文字，最長で 1244文字，最
短で 81文字である。一方，桑原・山口（2014）で使用した，ホテル検索サイト「Yahoo!トラベル」
の中の「東横イン東西線西葛西」のクチコミ 34件について調べると，クチコミ 1件あたりの平




























































Strategies and Difficulties in Reading Restaurant Reviews on a Webpage for 
Japanese Language Learners from Non-Kanji Cultures
KUWABARA Yoko
University of Fukui / Project Collaborator, NINJAL
Abstract
The purpose of this paper is to investigate how Japanese language learners whose native languages 
are not written with Kanji extract useful information from restaurant reviews written in authentic 
Japanese and the comprehension difficulties that arise. Nineteen Japanese learners from non-
Kanji cultures participated in this research. They read restaurant reviews on a website while 
simultaneously reporting their reading process. The results showed the following:
(i)  Japanese learners tend to skim and scan the text in order to get information that reflects an 
evaluation of the restaurant, especially negative expressions.
(ii)  Japanese learners tend to acquire information from an adversative conjunction (e.g., kedo 
[though], demo [but]).
(iii) Japanese learners tend to skim and scan the text and skip over useless information.
(iv)  Many Japanese learners, including advanced learners, have difficulty fully understanding 
important expressions that reflect an evaluation of the restaurant (e.g., CP [Cost Performance]).
(v)  Many Japanese learners, including advanced ones, have difficulty understanding expressions 
that can carry negative connotations (e.g., doo nan deshoo ka? [How is it that?]).
(vi)  Japanese learners are unable to understand the meaning of basic vocabulary because of the 
special characters on the website.
Key words: Japanese learner, restaurant guide, review, reading, learner from non-Kanji cultures
